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次世代の旅行
会社へ

 
 
 
 
 
 

�⾏��の利点を活かした街づくりの

提�



日本
旅行
N I P P O N  T R A V E L  A G E N C Y

��助事業２件⽬は�⼩路に��を構える株式��⽇�

�⾏北��帯���。

⽇�で�も歴史を�む��と��のある���⾏��。

�国に318箇�・北��内には10箇�、��には32箇�
の�点を有する。

主⼒�品には国内�⾏「�い⾵�」���⾏「ベスト」

を��・�売しお��にご�⾜いただける�⾏�品の�

�を⾏っている。

帯��には昭和33年3⽉より�業を開�、�⼩路にある
現��に2008年3⽉に��し�業を⾏なっている。

【地域のコンサルティング��の発揮を⽬指す】

かねてより代理�業�として主に⼗��内を�発する国

内�⾏・���⾏の⼿配を⾏なっていた。

しかしながら、�型コロナウイルスの��を受けている

�国の��地・⾃�体と情���を⾏い、アフターコロ

ナを⾒据えた地域のコンサルティングを⼀つの����

として掲げ、��は代理�業�だけでなく、地域と��

し地域�題を�決に�く��みを��。

 

�国ネットワークの利点やマネジメント⼒・⾏動⼒・�

�⼒を⽣かし⾃�でしかできないアプローチで中��街

地活性�を⽬指す。
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次世代の
旅行会社
を目指す

 
【 ア ウ ト ド ア ×
      コ ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス 】

��内にアウトドア気�を味わえるスペースの�保

を⾏い、コワーキングスペース・��スペースを�

�し、��、地元ビジネス�からワーケーション

等、�くの�に利⽤していただくもの。

【 コ ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス ×
    地 域 � � に つ な げ る � 点 】

�⾏��の利点を⽣かし、ワーケーションなどで帯

�を�れる�や地域��に、⼗����材の発�・

情�提供や帯��発�の周�ツアーや体��材の⼿

配も⾏い、���業の��を��。

【 ス ペ ー ス を ⽣ か し た

        地 域 活 性 � イ ベ ン ト 】

コワーキングスペースは�⾏��の��⼒を⽣かし

たイベント開�の場としても利⽤。�々な団体の�

�やイベントの����により�⼩路から中��街

地活性�となるような�々な仕掛け作りを積�的に

��するとともに、地域イベントであるホコテン等

とも�動した��を��。

�事業ではアウトドア��の利点を⽣かし地域�災

研�の場としたり、�来的には地元�⽣の⾃�スペ

ース��としても利⽤できるよう地元�等��へ協

⼒を��し����を予�。⾃�だけではなく�⽣

の�路や�来を⾒据えたイベント��を��。

 上�のとおり、単なるコワーキングスペースではな
く地域と��し地元事業者との��を重 �し中��
街地活性�へつなげるもの。

「�×アウトドア×ワークスペース」をコンセプトに
��代の�⾏��として、�⼩路にある��において

キャンピングオフィスをイメージした��を⾏い、コ

ワーキングスペースを�け、さらにその�間から�々

な仕掛けを��することで「�の�まる場�」へと�

�させるプロジェクト。当��業グループ内�の�

み。
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旅行会社の
強みを
生かす

プロジェクト
実施の背景、

 
 事業への思い

について、
 

日本旅行様に
 聞きました！

■�事業を��する背�につ
いて�えて下さい。

■東��体を�めたグループ
�体で、ワーケーションへ

の�り�みを��してお

り、北��でも弊�はワー

ケーション��事業や��

事業を�めております。帯

��内においてもワーケー

ション事業を��している

もののワークスペースが不

⾜していることが�題とな

っております。

そこで弊�は「コワーキン

グスペース」の��はもち

ろんのこと、帯��で�め

ております「アドベンチャ

ーツーリズム事業」に賛同

し、ただ��するのではな

く��にいながらアウトド

ア気�を味わえる�間も提

供し、地元にお�まいの�

の利⽤はもちろんのこと、

ワーケーション��に�が

る�間作りを⾏い、またこ

の�間を利⽤し⼤⼿�⾏�

�のメリットを⽣かしたイ

ベントを仕掛けることで、

�々な�が“つながる”場を提
供したいと�えておりま

す。

■�事業への思いを�えて下さ
い。

■�年、⼗�地�は「⼗�をア
ウトドアの�地へ」「サウ

ナ」「ナショナルサイクルル

ート」「⽇���国立��

�」など、�くの可�性を�

めております。各事業に�⼒

ながら弊�が�わり、��の

未来の��発�の⼀�を担い

たいと�えております。

その⼀�として弊�では帯�

�が�めるワーケーション事

業の�い⾵となるような働き

かけを⾏い、率先してそのコ

ワーキングスペース・��ス

ペースの�保を⾏いたいとの

�えに�りました。

また、かつての活気ある帯�

�⼩路��街を再⽣するた

め、�が�める「�３期帯�

�中��街地活性�基��

�」に基づき弊�が中�とな

り、�スペースを⽣かし、�

流の活性�となるよう�々な

�り�みを��していきたい

と�えております。
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まちなか
ワークスペース
を利用しよう！

 
株式��⽇��⾏北�� 帯���

���〒080-0010
    帯��⼤�南８丁⽬１９ 帯����ビル１�（�⼩路��街内）

事業開�⽇� ２０２２年４⽉１８⽇（⽉）プレオープン、
       ２０２２年５⽉１６⽇（⽉）グランドオープン予�

�業時間�９�３０〜１７�３０ 

電����0155-23-9294

※掲�内�は掲�当時の情�ですのでご利⽤の�は事前にご��ください。
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